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風水景観および風水思想と地形の関連に関する研究 
―韓国農村集落における風水景観に関する研究その９― 
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１．研究の背景と目的 

風水理論は，地形と人間の営みを結びつける極めて環

境重視の作法である。その風水理論によって創出された

景観は私たちの感性に訴えかけ，安心感や躍動感など，

様々な感情を湧きあがらせる。景観を研究するにあたっ

て地形と人の営みによる景観の特性を明らかにすること

は，周囲の環境を作り変えようとしがちな現代の景観を

考え直す一環となるものであり，意義あることである。 

風水理論における地形の構成は，山・水・方位の三者

によって成立するとされている。理想的な風水の地形と

は，背後に高くそびえる山（＝主山）があり，前方に水

流（＝水口）があり，周囲には四神砂と呼ばれる「玄武

（北）」，「青龍（東）」，「白虎（西）」，「朱雀（南）」を表

す地形（山・川・道・平地）があることとされている 1）。 

 本研究では，風水の吉地選定のプロセスによって造ら

れた集落の地形構造的な特徴と，風水集落が創出する景

観の特徴を明らかにすることを目的とする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．集落調査対象地域と研究方法 

 本研究では韓国全羅南道南原市山内面を対象に分析・

考察を行う。山内面は韓国南部に位置し，8 つの里と 16

の集落で構成されている。今回の対象地域はそのうち 5

つの里と 11 の集落を含む。本研究の方法として，風水景

観を有する集落を選定し，景観調査を行った。調査日は

2011 年 7 月 31 日から 8 月 4 日である。調査では景観写真

の撮影と，集落住民へのヒアリングを行った。これらに

よって得られた結果と，Google Earth
2）や Daum

3）といった

インターネット上の地図サイトによって得られた情報を

もとに研究を進める。 

 

３．各集落の地形構造的特徴の分類 

調査対象である 11 の集落を地形構造的特徴によって分

類を行った。今回の集落では，河川に近く平地に集落が

存在する「水近平地型」，河川に近く傾斜地に集落が存在

する「水近傾斜地型」，河川から遠く傾斜地に集落が存在

する「水遠傾斜地型」の大きく 3 つに分類することがで

きた（図１）。   

 

４．各集落における風水思想 

４．１ 地形構造と風水思想 

今回の現地調査では，ヒアリングにて風水思想に関す

る 4 項目（表１）の回答を得ることが出来た。これらの

結果を，３章で示した 3 つの地形分類と照らし合わせた

ものが表１である。この結果から，水近平地型では風水

認知が有る人数と無い人数の差がほとんどなく，風水を

感じる理由として平地でありながら災害が少ないことや，

生活がしやすいことを理由に挙げる集落が 2 集落と多く

みられた。水近傾斜地型では，風水認知が無いと答えた

人数が 14 人と多く，風水を感じる理由として面全体や土

地の良さを挙げられた集落が 5 集落中 3 集落と多くみら

れた。水遠傾斜地型では風水認知が有ると答えた人数が 9

人と多く，山の形や連なりを，風水を感じる理由として

述べた集落が 4 集落中 3 集落と多かった。このように，

各集落に住む人々の風水思想は，その集落の立地条件に

よる影響があると考えられる。この結果は，環境を重ん

じ吉地を選ぶという地形を重視した風水の根本的考えに，

影響されているのではないかと考えることができる。 
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表１ 地形分類とヒアリング表 
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図１ 地形構造的特徴（断面）の分類 
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４．２ 風水思想からみた集落の形局と地名裨補 

風水では，気が集まるところ，すなわち穴および明堂

を中心に周辺の地形を動物，植物，物等になぞらえるこ

とを「形局」という 4)。また，「地名裨補」は高麗初期か

らあったと言われる風水の考えの一つであり，物理的な

空間操作によらない意味的なイメージ構造の操作によっ

て居住環境の質を改善する方法である 5）。 

今回のヒアリング調査では，この形局論，地名裨補にあ

たる内容の回答が確認できた（表１）。この対象地域で

は動物型と植物型，物型になぞらえている集落が 8 集落

存在し，この回答を３で分類を行った地形分類の内容と

照らしあわせてみると，今回の対象地域では水近平地型

では回答なし。水近傾斜地型では，形局は全て物型であ

り，水遠傾斜地型では，形局は全て動物型という結果が

得られた。水近傾斜地型は河川に近いことや，傾斜地と

いうことから災害に合いやすい場所である為，物型の形

局が吉とされ，水遠傾斜地型は河川から遠く山に近いこ

とから動物型の形局であることが最適であったと考えら

れる。このように，今回の調査対象地域では，風水思想

と地形は密接に関連している結果となった。 

一方，地名裨補については，今回は傾向がみられなか

ったが，元々裨補は吉地に足りない条件を補うための作

法で有る為，地形条件との関連性は高いと考えられる。

今回の対象地域での地名裨補は 2 カ所と数が少なかった

為，調査対象の集落の数を増やすことによって傾向を見

ることが出来る可能性があると考えられる。よって，今

後の研究においても注目していきたい。 

 

５．各集落における風水景観 

５．１ 要素の選定方法と写真の選定 

今回は，分析をするにあたって，集落の入り口側から

見た際に集落の背後に，山あるいは丘が写っている写真

を各集落 1 枚ずつ，合計 11 枚を選定した（図２）。この

選定写真に写りこんでいる集落の背後に位置する山ある

いは丘を，主山の役割を担っている山（以後主山と呼ぶ）

とみなし，分析を行った。また，撮影した写真は全て

35mm レンズを使用した。 

５．２ 視点―山の距離と仰角からみる景観評価 

本節では，選定写真の視点から写真に写りこんでいる

各山の頂点までの距離の測定を行う。この距離の測定で

は Google Earth を利用し, 水平距離を計測した。さらに，

写真の視点の標高，山・丘の頂点の標高を測った後，2 点

の標高差を計測した。得られた標高差を各距離で割るこ

とで Arc Tan θ を計測し，仰角を求めた。また，各山・丘

までの距離を測定したものを元に，視点に対して各山が

含まれている写真数を距離別にあらわしたものが表２で

ある。表２から丘・主山・遠方の山のカテゴリー別に見

ていくと，丘・山という要素のみで近・中・遠景の景観

が構成されている事が分かる。手前・中間・奥という奥

行きのある風景が常にあることから重畳感を感じること

ができ，ヒアリング内容からも分かるように（表１），

人々の心境に影響を与えていると考えられる。また，仰

角に関しては表２より，主山を見上げる際の角度は 11～

14°の間に 72%が存在することが分かる。さらに，丘につ

いても 66%が 7～9°の角度にあることが見てとれる。 

今回の分析の結果は山を見込む仰角に良いとされている

10°前後 6）に近い数値であることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．総括 

本研究で得られた知見は次のとおりである。 

１）地形構造的特徴がその集落に住む人々に風水思想を

与えていることが確認できた。また，形局について

も地形構造的特徴が影響を与えており，同類の形局

がほどこされていた。 

２）丘・山という要素のみで近・中・遠景の景観が織り

なされており，重畳感を感じることが出来た。 

３）各集落の主山や丘は，78%が見えの大きさが良いとさ

れている 10°に近い値で見ることができた。 
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4 0.2 11

5 0.37 20

6 0.28 16

7 0.22 12

8 0.16 0.25 9 14
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10 0.22 12

11 0.25 14
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3001～3500 3
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図２ 選定写真の例 

表２ 各山の Arc Tan θと仰角・距離別表 
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